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こ
れ
か
ら
お
話
さ
せ
て
頂
く
内
容
に
、
引
か
れ
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
こ
の
原
稿
の

お
話
を
頂
い
た
と
き
、
た
ま
た
ま
自
身
の
仕
事
に
対
す
る

思
い
を
振
り
返
っ
て
い
た
為
、
こ
ん
な
考
え
の
経
営
者
が

い
て
も
よ
い
の
で
は
と
思
い
ペ
ン
を
と
ら
せ
て
頂
く
事

に
致
し
ま
し
た
。

　

私
は
町
工
場
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
私
が
言

う
の
も
お
か
し
な
話
で
す
が
、
零
細
企
業
な
が
ら
幼
少
期

は
そ
こ
そ
こ
裕
福
な
家
庭
で
、
毎
年
の
よ
う
に
家
族
旅
行

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
た
、
結
果
何
も
身
に
つ
く
事

の
無
か
っ
た
数
々
の
習
い
事
に
通
わ
せ
て
も
ら
う
な
ど
、

何
ひ
と
つ
不
自
由
な
く
贅
沢
に
育
て
て
も
ら
い
、
細
か
い

事
は
抜
き
に
し
て
子
供
な
が
ら
父
の
背
中
の
大
き
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
25
歳
の
時
に
父
の
体
調
不
良
を
理
由
に
家
業
を

継
ぐ
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
、
自
分
な
り
に
夢
が
あ
り
、
ま
た
、
両
親
が

夜
な
夜
な
仕
事
ば
か
り
し
て
い
た
こ
と
も
記
憶
に
あ
っ

た
た
め
決
し
て
前
向
き
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
家
業

を
継
ぐ
こ
と
で
私
も
当
然
贅
沢
な
生
活
が
出
来
る
も
の

と
疑
い
も
な
く
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
金

に
目
が
く
ら
ん
だ
…
」
と
い
う
事
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？

と
こ
ろ
が
、
蓋
を
開
け
て
み
る
と
経
営
状
況
は
決
し
て
楽

な
も
の
で
は
な
く
か
な
り
深
刻
な
も
の
で
あ
り
、
継
い
だ

事
を
後
悔
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

数
年
が
経
ち
、
一
向
に
借
金
の
減
ら
な
い
経
営
状
況
に

つ
い
て
父
に
相
談
し
た
時
の
事
で
す
。
父
は
「
借
金
も
財

産
の
う
ち
だ
！
借
金
が
で
き
て
一
人
前
だ
！
」
と
。
新

米
経
営
者
の
私
に
は
到
底
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

怒
り
さ
え
覚
え
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

約
15
年
間
、
沢
山
の
方
々
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
、
兎
に

角
「
借
金
完
済
」
だ
け
を
目
標
に
働
き
、
○
千
万
円
と

い
う
借
金
を
な
ん
と
か
完
済
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

が
、
こ
の
後
が
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
ま
で
夢
中
で
営
業
を
し
、
次
か
ら
次
へ
と
こ
な
し
て

い
た
は
ず
の
仕
事
を
、
無
借
金
と
い
う
気
の
緩
み
か
ら
か

「
現
状
維
持
」
へ
と
い
う
守
り
の
姿
勢
に
な
り
、
新
規
開

拓
は
も
と
よ
り
設
備
投
資
さ
え
も
避
け
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
結
果
は
皆
様
お
察
し
の
通
り
、
ア
ッ
と
言
う
間
に

仕
事
が
減
り
経
営
が
ひ
っ
迫
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
私
は
こ
の
時
、
自
分
の
心
の
弱
さ
を
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

　

私
に
は
、
経
営
は
も
と
よ
り
人
生
観
に
お
い
て
も
20

年
間
「
師
」
と
し
て
い
る
方
が
お
り
ま
す
。
こ
の
方
に

正
し
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
父
の
セ
リ
フ
を
思
い
出

し
、
設
備
の
増
設
や
新
工
場
へ
の
移
転
な
ど
と
い
う
意

欲
的
行
動
を
と
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
新
た
な
事
業
拡
大
と
顧
客
の
新
規
開
拓
に
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　

不
思
議
な
も
の
で
、
今
で
は
借
金
と
い
う
悩
み
が
増
え

た
は
ず
な
の
に
、
新
た
に
夢
が
で
き
毎
日
の
仕
事
が
楽
し

く
働
き
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
父
に
「
俺
も
よ
う
や
く
借
金
と
い
う
財
産
を
持

ち
、
一
人
前
の
経
営
者
に
成
れ
た
よ
」
と
親
子
で
二
十
数

年
ぶ
り
に
酒
を
交
わ
し
ま
し
た
。

私
の
会
社
継
承
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
借
金
も
財
産
の
う
ち
―

青
年
部
会
　
部
会
長

岡
　
部
　
剛
　
太
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３
月
18
日
、
平
成
27
年
度
会
員
増
強
運
動
の
締
め
く
く

り
と
し
て
、
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
27
年
９
月
16
日
に
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
か
つ
し
か
に

お
い
て
会
員
増
強
運
動
推
進
会
議
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者

全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
！
」
と
声
を
あ
げ
、
会
員
増
強

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

各
支
部
に
お
い
て
も
担
当
副
会
長
・
担
当
組
織
委
員
が

参
加
し
て
支
部
推
進
委
員
会
が
催
さ
れ
、
活
発
な
増
強

運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
度
は

１
０
０
社
の
新
し
い
仲
間
を
得
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
会
員
獲
得
に
功
績
の
あ
っ
た
支
部
や
個

人
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
支

部
は
別
掲
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
加
入
率
の
高
い
支
部

に
対
し
て
の
表
彰
も
今
年
度
か
ら
復
活
し
、
上
位
３
支
部

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
細
田
支
部

が
表
彰
対
象
と
な
る
部
門
全
て
ト
ッ
プ
と
独
走
で
し
た
。

組
織
委
員
会
と
し
て
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

表
彰
式
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
苦
労
話
等
で
と
て
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
昨
年
の
総
会
に
て
決
議
さ
れ
た
、
会
費

の
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
法
人
会
事
業
の

一
段
の
充
実
を
図
り
、
法
人
会
事
業
に
会
員
の
皆
様
や
非

会
員
の
方
々
に
も
積
極
的
に
参
加
い
た
だ
き
、
折
に
触
れ

法
人
会
会
員
の
メ
リ
ッ
ト
を
直
に
わ
か
っ
て
頂
け
る
よ

う
、
一
致
団
結
し
て
会
員
増
強
運
動
を
行
っ
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
会
員
増
強
功
労
者
表
彰
式
を
開
催

総合優秀賞を受ける金井細田支部長

増加率 ベスト5

１位 細　　田　支部

２位 亀  有  南　支部

３位 立  石  西　支部

４位 四つ木五　支部

５位 亀　　有　支部

達成率 ベスト5
１位 細　　田　支部

２位 立  石  西　支部

３位 亀  有  南　支部

４位 西新小岩　支部

５位 小　　菅　支部

５位 青戸立石　支部

５位 新  小  岩　支部

総合優秀賞

１位 細　　田　支部

２位 亀  有  南　支部

３位 立  石  西　支部

４位 小　　菅　支部

５位 新  小  岩　支部

加入率 ベスト3

１位 お花茶屋　支部 70.3％

２位 四つ木五　支部 68.5％

３位 細　　田　支部 65.3％

加入数 ベスト4
１位 細　　田　支部

２位 亀  有  南　支部

３位 立  石  西　支部

４位 小　　菅　支部

４位 青戸立石　支部

４位 西新小岩　支部

４位 新  小  岩　支部

会場風景
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事業研修委員会　　　　　　　　　　 　   １月18日

スマートフォン・タブレット入門講座
事業研修委員会　　　　　　　　　　       １月18日

マイナンバー制度の概要と実務

事業研修委員会　　　　　　　　　　　    ２月17日

社会福祉協議会へ募金を寄附
税制委員会　　　　　　　　　　  　　　  ３月17日

税制講演会

厚生委員会　　　　　　　　　　　　　　 ２月17日

第 2 回健康セミナー
社会貢献委員会　　　　　　　　　　  　  ３月26日

第 3 回献血活動

スマートフォン、タブレット、パソコンの違いから始まり、色々なアプ
リの活用法をわかりやすく解説頂きました。仕事に使ってみようかと
思われた参加者がおられたのではないでしょうか。

今年１月から開始されたマイナンバー制度について、会社の実務担
当者が必要とする事柄を分かりやすく説明頂きました。まだ始まった
ばかりという制度なので、これから注意する点なども聞くことができ
参考になりました。

昨年11月7 日に行われた第19回支部対抗チャリティーゴルフ大会
において参加者より頂戴した募金（225,620円）を、葛飾区福祉協
議会へ寄附し感謝状を頂きました。募金下さった皆様ありがとうござ
いました。

駅弁マイスターの三浦由紀江氏を講師に「仕事は楽しく、自分に限
界をつくらない」と題し開催されました。三浦氏の仕事への向かい方・
考え方は、聞いている私たちをもパワフルにさせられました。

「最先端医療の現状」～ここまで進んだがん治療～の演題で、東邦
大学医学部の松井宏夫客員教授に、がんについて最新の情報をお
聞きしました。セミナー終了後も、各々教授に自分の病気の事など
質問が絶えないセミナーでした

JR 新小岩駅南口に於いて、27年度最後の献血活動が行われまし
た。総勢34名で献血者の勧誘と受付業務を分担しました。28 年
度も献血活動を行いますので、ご協力をお願いします。
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女性部会　　　　　　　　　　　　　   　   ２月４日

税制研修会と親睦会
立石支部　　　　　　　　　      　  　　  １月29日

役員会兼新年会

女性部会　　　　　　　　　　 　　　 　  ３月16日

東法連女連協全体連絡会議
立石支部　　　　　　　　　　  　　   　　 ３月５日

立石安心フェア

第 7地域事業部　　　　　　　　　    　   12月５日

少年野球教室

午前10時45分より法人会館2階会議室にて、講師に税理士の幸徳
正夫氏を迎え「相続税　贈与税と縁（えにし）について」の演題で
税制研修会を行いました。研修会終了後、市川の「栃木家」へ移動し、
30周年記念親睦会を開催しました。

本年初めての役員会兼新年会。白石支部長の新年の挨拶、本部事業
報告、会員バスツアーの会計報告、それぞれの役員さんから新年の
抱負、会員増強運動の経過報告、葛飾法人会立石支部行事の協力の
お願い。本年もどうぞよろしく。有難うございました。

総勢６名の役員で、東法連女連協全体連絡会議へ参加しました。東
法連女連協「税に関する絵はがきコンクール」の結果発表後の講演
会では駅弁マイスターの三浦由紀江氏のお話で元気を頂きました。

立石地域の商店会・町会との被災地応援イベントです。被災地応援
という事で、抽選券の裏面に石巻市雄勝町への応援メッセージをお
書き下さった方にもれなく特産とろろ昆布を差し上げるもので、私達
も愛情いっぱいの応援メッセージを書かせていただきました。

新小岩公園野球場にて元プロ野球選手３名をコーチに野球教室を開
催しました。記念撮影後野球教室がスタート。途中低学年の児童は
松上小学校へ移動して指導をうけました。

記事の詳細はホームページをご覧ください。
開催日時をクリック頂くと、全ての記事を
ご覧いただけます。
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正
も
で
と
こ
の
当
本
、
が
い
な
も
で
い
違
間
も
で
嘘
「

恐
で
し
出
き
書
い
な
ら
か
分
の
訳
な
ん
こ
」
い
な
も
く
し

溢
に
中
の
世
が
報
情
い
な
方
仕
て
え
思
う
そ
、
が
だ
縮

媒
る
き
で
用
信
。
い
な
ら
な
て
れ
ら
じ
感
と
る
い
て
れ

分
自
、
と
つ
も
を
い
疑
と
」
！
か
の
な
当
本
「
も
で
体

。
る
す
り
た
み
て
い
聞
に
家
門
専
り
た
み
て
べ
調
に
り
な

　

展
発
に
題
問
の
外
想
予
と
る
げ
挙
を
例
事
な
的
体
具

る
め
ど
と
に
的
象
抽
ら
が
な
念
残
、
で
の
い
な
ね
か
し

な
も
に
嘘
で
第
次
況
状
た
れ
か
置
「
は
現
表
の
頭
冒
、
が

よ
き
で
が
と
こ
る
え
換
い
言
と
」
る
な
も
に
当
本
し
る

パ
る
え
伝
で
法
手
な
み
巧
を
容
内
な
妙
微
は
れ
そ
。
う

ど
な
」
る
な
に
と
こ
う
い
う
こ
、
は
合
場
の
こ
「
に
直
正

、
し
い
な
ら
が
上
り
盛
が
話
、
は
て
い
て
け
つ
を
提
前
と

仲
る
い
用
を
法
手
の
こ
、
も
分
自
ら
た
し
か
し
も
。
る
れ

く
な
が
念
の
責
自
と
、
は
で
の
た
い
で
い
担
を
棒
片
の
間

。
い
な
も

が
の
る
じ
感
を
問
疑
く
多
的
較
比
、
が
だ
解
見
な
的
人
個

か
抱
を
感
安
不
、
り
お
あ
を
識
意
機
危
。
ノ
モ
の
系
学
医

て
見
は
私
と
だ
い
狙
が
の
る
め
集
を
心
関
で
と
こ
る
せ

。
る
い

ら
か
だ
。
と
こ
う
ま
し
て
し
に
み
呑
鵜
を
報
情
は
の
い
怖

。
だ
と
こ
る
け
付
に
身
を
力
能
る
す
別
識
・
価
評
を
報
情

識
常
は
れ
そ
、
で
の
る
れ
わ
思
と
奴
な
嫌
と
る
す
践
実
に

。
い
良
が
方
る
め
ど
と
に
内■

方
え
考
る
じ
通
も
に
営
経
社
会

■

　

バ
や
豆
納
て
つ
か
、
は
さ
か
愚
る
す
に
み
呑
鵜
を
報
情

く
か
も
と
は
容
内
「
ら
か
報
広
の
業
企
手
大
、
ろ
こ
の
者

れ
さ
報
誤
ら
か
だ
。
う
ま
し
て
れ
ら
じ
信
と
る
な
に
字
活

。
い
な
れ
ら
れ
忘
が

　

る
す
に
み
呑
鵜
「、
く
な
は
で
」
！
え
疑
「
り
は
や
、
が

。
か
う
ろ
だ
い
な
は
で
の
な
要
必
が
」
！
な

　

そ
や
識
知
な
的
礎
基
る
け
お
に
営
経
、
と
だ
現
表
う
い
と

き
て
い
書
で
ま
れ
こ
、
り
な
に
と
こ
す
指
を
力
能
用
活
の

。
い
た
い
言
と
か
い
な
は
で

わ
関
に
営
経
社
会
、
ら
か
中
の
報
情
る
す
濫
氾
に
中
の
世

る
揺
に
中
の
動
行
る
え
考
を
か
何
は
質
本
、
ち
持
を
味
興

は
人
な
直
素
。
う
思
と
だ
の
る
が
あ
き
で
が
勢
姿
い
な
が

　

】
介
紹
者
筆
【

 

　
　
　
　
　
　

   

業
企
Ｔ
Ｉ
、
社
聞
新
業
工
本
日
。
卒
学
大
政
法

企
。
立
独
に
年
９
０
０
２
て
経
を
長
部
報
広
の

・
聞
新
、
し
材
取
を
題
課
い
広
幅
る
え
抱
が
業

。
中
筆
執
に
ど
な
誌
済
経 　

　
　
　

海
　
部
　

郎
太
隆
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葛飾税務署からのお知らせ
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葛飾都税事務所からのお知らせ
TEL. 03-3697-7511
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葛飾区立石５-13-１　TEL. 03-5654-8550

葛飾区役所・税務課からのお知らせ
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かつしかの窓
Vol.364

平成28年４月25日発行

◆ 説 明 会 の ご 案 内 ◆
決 算 法 人 説 明 会

開催日 時　間 場　所

７月21日（木） 13:30～16:00 葛飾法人会館

８月９日（火） 13:30～16:00 葛飾法人会館

９月８日（木）
13:30～16:00 葛飾法人会館

　　 ９日（金）

新 設 法 人 説 明 会
７月27日（水） 13:30～16:00 葛飾法人会館

会費改定のお知らせ

　第３回通常総会にて承認された通り、平成
28 年４月より会費を下記のように改定させ
ていただく事となりました。
　値上げについては、賛助会員に対しては現
状のままとさせていただきました。
　比較的資本金の多い 1,000 万円超の事務所
にはご負担が大きいと思われますが、何卒ご
了承くださいますようお願い致します。
　もちろん今回の値上げにより、法人会活動
を今まで以上に活発に実施し、各地域事業部
の更なる充実と支部への交付金を増額し支部
事業も今まで以上に充実・拡大を図りたいと
考えております。

資本金
会　費 新会費

月  額 年  額 月  額 年  額

300万円以下 700 8,400 900 10,800

300万円超

～

1,000万円
850 10,200 1,200 14,400

1,000万円超 1,000 12,000 2,000 24,000

資本金以外
の基準 1,000 12,000 2,000 24,000

　桜も終わり、新緑の季節です。過ごしやすく
穏やかな行楽日和が続きます。
　いつもの一家は区役所前からバスで新小岩に
向かうようです。
　新小岩といえば新小岩公園、芝生広場やスポー
ツ広場もあり、家族で楽しめます。
　電車や自転車を使うことが多い区内の移動、
こうしてバスを利用してみるのもいいかもしれ
ませんね。

イラスト：かつしかけいた

新年度新たな気持ちです。
　平成28年度スタートして早１ヶ月ですね。新入社
員さんも新入学の学生さんもそろそろ空気に慣れた
頃でしょうね。公益社団法人葛飾法人会は、６月16
日定時総会に向け準備真っ只中です、近々ご案内通
知が届くと思います、多くの会員さんのご参加をご
期待しております。
　さて、今回の「かつしかの窓」から大幅な誌面刷
新をさせていただきました。企業人にスポットを当
てた企業紹介のコーナーを新設致しました。第１回
に、宮下副会長を取り上げさせていただきました。
継続させていただきたくご意見ご感想お知らせくだ
されば幸甚です。
　新しいといえば、今年度から会費を改定させてい
ただきました。皆様に愛される法人会を目指してお
ります。政治経済講演会・法人会と区民の集い・各
地域事業部主催社会貢献事業と広報誌を通じて葛飾
法人会の思いをお届けできたらと広報委員会、身を
引き締めての新しい船出です、さざ波・大波の大航
海就航いたしました。目に映る自然界では桜の季節
から新緑へ木々も草花も笑顔いっぱいです。大型連
休で、ふと自分探しにお出かけしては如何ですか？
本年度も広報誌よろしくお願い申し上げます。

■ 表紙のイラストについて ■

編   集   後   記

葛飾法人会員の方は法人税申請書別表一（一）の上部欄外の右上部分に
このシールを貼ってご提出ください。（OCR 用紙には貼らないでください。）公益社団法人 葛飾法人会員



第4回定時総会
日　時：平成28年６月16日（木）午後３時

　　　　　　　場　所：葛飾法人会館　３階大会議室
　　　　　　　会　費：5,000円（情報交換会参加者）
　　詳細は、別途正会員の皆様に議案書と共にご案内いたしますのでご覧下さい。
　　また、往復ハガキにて出席並びに委任状の依頼をいたします。
　　必ずご返信の程お願いいたします。




